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「自分の力で未来を切り拓く」 

 ２５６名の皆さん、いよいよ中学校生活の終了を迎えようとしています。皆さんと出会えたこと、そして

大切な人生の三年間に関わらせてもらえたことに感謝します。すてきな時間をありがとう。 

 三年前、学年主任の先生が願いを込めて学年目標を「ｍe I～めい～」とし、学年を開いてくださいました。

受け身ではなく、自分の意志で行動できる人になってほしいという願いのもと、皆さんはさまざまな「ｍe 

I」な姿を見せてくれました。その姿を見る度に、学年の先生方と喜びながら話したことが思い出されます。

行事や学年レクレーションでは、やりたい、やってみたいを実現するために、アイデアを出し合い、みんな

が楽しめる活動を創り上げました。その創造力のすばらしさに感心させられました。先日のスクールサービ

スでは、懸命に床の汚れを落とす姿、冷たい水に手を真っ赤にしながら手洗い場のシンクを洗う姿に感心し

ました。ボランティアを募ると、必ず多くの人が手を挙げてくれました。誰かのために、みんなのために働

くことをいとわない「愛（めい）」な姿にいつも支えられました。心も体も考え方も成長した皆さんなら、

きっとそれぞれの進学先でも自分の力を発揮しながら進んでいくでしょう。 

 社会は大きく変化しています。今まで当たり前として存在していたことの意義を問い、それが本当に必要

なものなのかを考え、精査し、より時代にあったものを求めていくことになります。今あるものが当たり前

であるかどうかは大人が決めたことであり、十年先、二十年先の未来を生きる皆さんには、合わないことも

あるでしょう。この先をどうしたいのかを自分で決め、未来を創っていくことこそ、皆さんに求められてい

る力なのだと思います。中学校三年間で培ってきた「ｍe I」な姿、誰かに決めてもらうのではなく、自分で

考え、選択し、周りの人と協働しながら歩んでいく姿勢があれば、きっと自分の力で未来を切り拓いていけ

ると信じています。どんな出来事も自分の捉え方ひとつで、変わります。自分らしく幸せな人生を歩んでく

れることを心より願っています。描いた Mirai Map を描き替えながら、すてきな人生を創っていってくだ

さい。 

 保護者の皆様、三年間、桜井中学校の教育活動に深いご理解とご協力を賜り、ありがとうございました。

卒業式は、義務教育の終了、そして新しい進路への出発の式です。三年職員一同、お子さんの晴れの舞台に

花が添えられるよう精一杯務めさていただきます。そして、保護者の皆様と一緒に、晴れの舞台を祝いたい

と思います。どうか最後の瞬間まで温かく見守っていただければ幸いです。 

  

★スクールサービス(２月 14日)の様子★ 

一年間過ごした教室 体育館 昇降口 

その他にも、学校中の様々な場所を分担して心を込めてきれいにしてくれました。ありがとうございました。 

 

★卒業証書授与式のご案内★ 

・お子さんの中学校ご卒業、おめでとうございます。 

・正式なご案内は２月３日付の文書の通りですが、以下の点について再度ご確認ください。 

 日時 令和７年３月７日(金)午前９時20分開式 

    保護者の皆様の受付は、第１体育館内で８時30分～８時50分までです。(開場８時30分) 

    各家庭２名までのご参加でお願いしております。 



 
♪ 卒業への思い ♪ 

Ａ組 

 私はかけがえのない友達とこの三年間過ごしてきました。普段の何気ない会話やふざけあっているときから

いつも元気をもらっています。共通の好きなものの話をしているときなど、一緒にいると会話が終わることが

ないことが多く、楽しくて居心地がいいです。そんな友達ともあと少しで離れてしまいます。卒業まで残りの

登校数はわずかですが、友達との一日一日を大切に過ごしていきたいと思います。また、進学先でも出会いを

大切にし、新たにできる友達と仲良くしていけたらいいなと思っています。 

Ｂ組 

 中学校生活の三年間がもうすぐ終わろうとしています。入学したときは、勉強についていけるか、友達がで

きるかなど、不安な気持ちでスタートを切ったことを覚えています。しかしそんな不安はいつの間にか消えて

いました。分からない問題を教え合ったり、一緒に笑ったり、共に励まし合えるような友達と出会うことがで

きました。卒業したら、みんなそれぞれの進路に進みます。新しいスタートが最高な思い出になるように、高

校生活の準備をしていきたいです。 

Ｃ組 

 私は小学生の頃は人見知りで、初めて出会った人と話すのがとても苦手でした。でもこの三年間でたくさん

の人と関わるようになり、コミュニケーション能力が高くなりました。高校では中学で身に付けたコミュニケ

ーション能力を生かして、たくさんの人と話し、充実し高校生活を送っていきたいです。中学校でお世話にな

った先生や友達、十五年間、いちばん近くで支えてくれた家族に感謝の気持ちをもち、卒業式に臨みたいと思

います。 

Ｄ組 

 中学校の三年間は、とても短く感じました。それは、楽しいことがたくさんあったからだと思います。文化

祭、体育祭では仲間と協力して賞を狙ったり、修学旅行では学級の絆を深め合ったりと、思い出に残ることば

かりでした。学校で過ごすのもあと少しです。残りの学校生活を、悔いの残らないように楽しみたいです。ま

た、卒業式では、お世話になった地域の人や家族に感謝し、成長した自分を見て感動してくれるような式にす

るために、一回一回の練習を大切にして、みんなで最高の式を創り上げたいと思います。 

Ｅ組 

 私は夢をもっている人にあこがれていました。夢は叶わないことのほうが多くて、希望をもっていたのに叶

わなかったら悲しいだけだと思っていたからです。三年生の四月、自分たちで進路を決めていく場面になると

周りの子たちはそれぞれ抱いていた夢をはっきりと口に出していました。私は自分の未熟さを恥じると同時に

みんなと一緒に夢を追いたいと思いました。一緒に卒業を迎える仲間のおかげで私は夢をもてました。夢は新

しい自分の可能性だと知りました。夢は実際叶わないことの方が多くて悲しく思うこともあるけれど、夢をも

てば可能性は広がっていくと私は信じています。 

Ｆ組 

中学校の三年間では、様々なことがありました。三年生では真剣に進路と向き合い、家族や担任の先生と何

度も話し合いました。おかげで、僕は自分がもっとも進学したいと考えていたサッカーの強豪校への進学が決

まりました。また僕は文化祭でコントをしましたが、小学生のときは人前で何かやるのはとても苦手でした。

人前で話せるようになったのは、級長をやらせてもらったからだと思います。一年生のころ「級長をやったら

どうだ」と声をかけてくれた友達や先生のおかげです。とても感謝しています。僕に関わってくれた人への感

謝の気持ちをもって、桜井中学校を卒業したいです。 

Ｇ組 

私が中学校三年間を楽しく過ごせたのは周りにいてくれた先生方や友達のおかげです。先生方が私たちのや

りたいことを尊重してくださったり、友達がそばにいてくれたりしたので、悩んだり、笑ったりしながら心の

成長を大きく実感しました。もうすぐ大好きなみんなと離れてしまうのは本当に寂しい、先生方と会えなくな

るのも悲しいですが、中学校で得た経験とたくさんの思い出を胸に、自分の未来に向かって楽しんで進んでい

きたいです。 

 
学年だよりは今回が最終号です。一年間、ありがとうございました。 


